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1. 右図のフローチャートで aに 6を入力したとき，出力 cはいくら
か．ただし，(a mod i)は a を i で割ったときの余りを表す．（第 31
回臨床工学技士国家試験改） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 右図のフローチャートで計算終了後の SUMの値を求めよ．（第 22
回臨床工学技士国家試験改） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 右図のフローチャートに基づいて作成されたプログラムを実行し
たときの SUMの値はいくらか．(第 26 回臨床工学技士国家試験
改) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇M2―59

問題　58　図のフローチャートで aに 6を入力したとき、出力 cはどれか。

ただし、（a mod i）は aを i で割った余りを表す。
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（２０）[22-AM63] システムの伝達特性を示すのはどれか。 
 ａ．安定判別式 ｂ．ナイキスト周波数 ｃ．分散分析 ｄ．インパルス応答 ｅ．周波数応答 

１. ａ、ｂ  ２. ａ、ｅ  ３. ｂ、ｃ  ４. ｃ、ｄ  ５. ｄ、ｅ 

*********************** 

（２１）[22-PM55]  アナログ信号からディジタル信号への変換について正しいのはどれか。 
 １．ビット数を多くすると精度が低下する。 
 ２．周波数が低い信号の変換には高いビットレートを要する。 
 ３．瞬時値を離散値で近似することを標本化という。 
 ４．信号を 0 と 1 の組合せで表すことを符号化という。 
 ５．アナログ信号を短い時間間隔の瞬時値で表す操作を量子化という。 

（２２）[22-PM56] パルス変調方式で誤っているのはどれか。 
 １．アナログ長の変調に用いる。 
 ２．ディジタル量の変調に用いる。 
 ３．時分割多重方式によって多重化できる。 
 ４．PSK は信号波の振幅によって搬送波のパルス幅を変化させる。 
 ５．PCM は信号波の振幅によってパルス符号を変化させる。 

（２３）[22-PM57] 記憶素子で正しいのはどれか。 
 １．RAM は不揮発メモリである。 
 ２．RAM はランダムにアクセスできる。 
 ３．キャッシュメモリは ROM の一種である 。 
 ４．USB メモリはシーケンシャルアクセスメモリである。 
 ５．ROM は繰り返し書込みが必要である。 

（２４）[22-PM58] 図のフローチャートで計算終了時の SUM の値は

どれか。 
 １． 6 
 ２． 8 
 ３．10 
 ４．12 
 ５．14 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２５）[22-PM59] ｊ(１－ｊ)の偏角〔rad〕はどれか。ただし、ｊは虚数単位である。 
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【第 26 回】 

午前-55 パルス符号変調はどれか。 
            1. PAM 
            2. PCM 
            3. PFM 
            4. PPM 
            5. PWM 
 
午前-56 書き込まれた情報を変更できないのはどれか。 
           1. ハードディスク 
           2. CD-R 
           3. USB フラッシュメモリ 
           4. フロッピーディスク 
           5. SSD 
          

午前-57 図のフローチャートに基づいて作成したプログラムを実⾏したときの
SUM の値はどれか。  

           1. ４ 
           2. ５ 
           3. ６ 
           4. １０ 
           5. ２１ 
          
午前-58 16 進数１A に 16 進数 15 を加算した結果を 10 進数で表したのはどれか。 
            1. ２７ 
            2. ３２ 
            3. ３７ 
            4. ４２ 
            5. ４７ 
          
午前-59 円で表される集合Ａ、Ｂ、Ｃがある。図の網かけ部分に対応する理論

式はどれか。 
           1. Ａ ・（Ｂ＋Ｃ） 
           2. Ｂ ・（Ａ＋Ｃ） 
           3. Ａ＋Ｂ・Ｃ 
           4. Ｂ＋Ａ・Ｃ 
           5. Ｃ＋Ａ・Ｂ 
          
午前-60 ０〜８Ｖの範囲で動作する１２bit のＡＤ変換器がある。およその分解能［mV］はどれか。 
           1. １ 
           2. ２ 
           3. ４ 
           4. ８ 
           5. １６ 

ヒント︓ 
12 ビット＝4096。  8V/4096＝約 2ｘ10-3V 
したがって、 

ヒント︓ 
右のベン図は 「A・B＋A・C」 
変形すると左の︖︖になる 

ヒント︓いろいろな⽅法がありますが、初めに 16 進数同⼠で計算します。
「１」「A」+「1」「５」。下位４ビットの⾜し算「A」+「５」＝「F」（A から
B,C,D・・と５こ進む）「１」+「１」＝「２」。16 進数で「２F」が答。これ
を２進数で表すと、「0010」「1111」＝「00101111」。10 進数では
32+15=? 

ヒント︓ 
CNT=6 で終了。 

ヒント︓ 
⽇常の経験で分かると思います。
SSD: Solid State Drive 

ヒント︓ 
「パルス符号変調」 
Pulse Code Modulation 


